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国
境
を
越
え
る
公
益
と
課
税

田　

中　

啓　

之

研
究
ノ
ー
ト

一　

問
題
の
所
在

　

日
本
で
は
、
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
日
、
法
人
格
か
ら
独
立
し
た
公
益

性
の
認
定
に
つ
い
て
、
行
政
庁
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
ま
た
は
都
道
府
県

の
知
事
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
、
公
益
認
定
等
委
員
会
ま
た
は

合
議
制
の
機
関
が
一
元
的
に
行
う
新
た
な
公
益
法
人
制
度
の
施
行
に
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伴（
１
）い

、外
国
公
益
法
人
等
に
対
す
る
課
税
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
容
し
た
。

　

改
正
前
に
お
い
て
は
、
相
互
主
義
の
観
点
か
ら
、
日
本
で
活
動
す
る
外

国
公
益
法
人
等
の
う
ち
内
国
公
益
法
人
等
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
財
務
大

臣
か
ら
指
定
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
の
活
動
か
ら
生
じ
た
所
得
に
つ
い
て
、

内
国
公
益
法
人
等
と
同
様
の
課
税
関
係
と
さ
れ
て
い
た
（
旧
所
税
一
一
条

二
項
・
別
表
一
第
二
号
、
旧
法
税
四
条
三
項
・
二
条
五
号
・
別
表
一
第
二

号
、
一
〇
条
・
二
条
六
号
・
別
表
二
第
二
号
な（

２
）ど

）。

　

こ
れ
に
対
し
、
改
正
後
に
お
い
て
は
、
外
国
公
益
法
人
等
の
指
定
の
制

度
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
な
公
益
法
人
制
度
の
も
と
で
法
人
格
を
取
得
し
、

そ
の
事
業
の
公
益
性
に
つ
い
て
認
定
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ（

３
）た

。こ
れ
は
、

外
国
公
益
法
人
等
が
日
本
に
お
い
て
行
う
公
益
活
動
に
つ
い
て
、
税
制
上

の
優
遇
を
受
け
る
余
地
が
消
滅
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
う
し
た
改
正
は
、
内
国
法
人
と
外
国
法
人
の
区
別
を
以
て
優
遇
の
可

否
の
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
簡
明
な
制
度
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
外
国
法
人
に
係
る
優
遇
を
否
定
し
て
い
た
ド

イ
ツ
で
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
断
を
受
け
て
、
近
年
、
従
来
の
区
別

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
構
造
的
内
国
関
連
性
と
い
う
新
た
な
要
件
を
付

加
す
る
税
制
改
正
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
欧
州
域
内
の
外
国
法
人
に

係
る
新
た
な
優
遇
が
創
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
理
論
上
、
内
国
法
人
に
係

る
従
来
の
優
遇
の
う
ち
、
構
造
的
内
国
関
連
性
を
も
た
な
い
も
の
は
廃
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ（

４
）た

。

　

本
稿
は
、こ
の
よ
う
に
、近
年
、日
本
と
は
対
照
的
な
税
制
改
正
を
行
っ

た
ド
イ
ツ
の
現
状
と
そ
の
背
景
を
検
討
す
る
こ
と
で
、国
境
を
越
え
る「
公

益
」
と
そ
れ
に
係
る
課
税
の
あ
り
方
を
構
想
す
る
た
め
の
理
論
的
な
諸
前

提
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ（
５
）る

。
二　

欧
州
司
法
裁
判
所
の
諸
判
決

１　

Stauffer

判（
６
）決

　

本
件
は
、
ド
イ
ツ
国
内
で
あ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
け
る
財
産
管
理
か
ら

生
じ
た
賃
貸
借
所
得
に
つ
い
て
、
イ
タ
リ
ア
の
公
益
財
団
に
対
し
、
法
人

税
を
課
す
る
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
の
公
益
財
団
と
の
関
係
で
、
開
業
・
設
立

の
自
由
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
ま
た
は
資
本
移
動
の
自
由
の
い
ず
れ
か
に
係

る
平
等
取
扱
い
の
権
利
を
侵
害
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
税
制
改
正
前
の
ド
イ
ツ
で
は
、
法
人
税
法
五
条
二
項
二
号

に
よ
り
、
外
国
公
益
財
団
は
、
内
国
公
益
財
団
に
与
え
ら
れ
る
租
税
優
遇

を
否
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
内
国
公
益
財
団
で
あ
れ
ば
、
外
国

に
お
い
て
公
益
目
的
を
実
現
し
て
い
た
と
し
て
も
、
租
税
優
遇
を
否
定
さ
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れ
る
こ
と
は
な
か
っ（

７
）た

。
な
お
、
ド
イ
ツ
の
租
税
法
に
お
い
て
外
国
法
人

と
内
国
法
人
を
区
別
す
る
基
準
は
、管
理
支
配
地
の
所
在
と
さ
れ
て
い
た
。

　

本
判
決
は
、
以
上
の
事
実
関
係
に
お
い
て
、
外
国
公
益
財
団
を
不
利
に

取
り
扱
う
ド
イ
ツ
の
租
税
法
は
、
資
本
移
動
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
う
し
た
制
限
が
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
客
観
的
に
比
較
で

き
る
よ
う
な
事
情
が
な
い
か
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
判
断
し
た
上
で
、
各
加
盟
国
は
自
国
が
促
進
す
べ
き
一
般
利
益
を
自

由
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
つ
つ
、本
件
で
は
、以
下
の
と
お
り
、

客
観
的
に
比
較
で
き
る
よ
う
な
事
情
は
あ
り
、
ま
た
、
や
む
を
得
な
い
理

由
は
な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
あ
る
加
盟
国
に
お
い
て
公
益
性
を
認
め
ら
れ
た
財
団
が
他
の
加
盟
国
の

法
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
要
件
を
充
た
し
、
か
つ
、
そ
の
目
的
が
同
じ
一
般

利
益
の
促
進
で
あ
る
と
き
は
─
─
こ
れ
は
当
該
他
の
加
盟
国
の
裁
判
所
を

含
む
国
家
機
関
が
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
─
─
、
当
該
他
の
加
盟
国
の

当
局
は
当
該
財
団
に
対
し
当
該
財
団
が
国
内
に
所
在
し
て
い
な
い
こ
と
の

み
を
理
由
と
し
て
平
等
取
扱
い
の
権
利
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な（

８
）い

。」

　

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
加
盟
国
の
公
益
税
制
と
欧
州
共
同
体
に
お

け
る
基
本
的
自
由
と
の
抵
触
を
認
め
た
初
め
て
の
も
の
で
あ（

９
）り

、
そ
の
後

の
判
断
に
お
い
て
、
基
底
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

２　

Jundt

判
（
（1
（

決

　

二
〇
〇
九
年
税
制
改
正
前
の
ド
イ
ツ
で
は
、
所
得
税
法
三
条
二
六
号
に

よ
り
、
内
国
公
法
人
の
た
め
に
し
た
所
定
の
副
業
か
ら
生
じ
た
所
得
の
う

ち
、
所
定
の
額
ま
で
は
非
課
税
所
得
と
さ
れ
て
い
た
（Ü

bungsleiter- 

freibetra

（
（1
（g

）。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
は
、
ド
イ
ツ
の
居
住
者
で
あ
る
弁
護

士
が
フ
ラ
ン
ス
の
公
法
人
で
あ
る
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
の
た
め
に
し
た

教
授
活
動
か
ら
生
じ
た
所
得
に
つ
い
て
、
同
規
定
の
適
用
を
否
定
す
る
こ

と
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
を
侵
害
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ

る
。

　

本
判
決
は
、
以
上
の
事
実
関
係
に
お
い
て
、
外
国
公
法
人
を
不
利
に
取

り
扱
う
ド
イ
ツ
の
租
税
法
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
で

あ
（
（1
（

り
、
そ
う
し
た
制
限
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
、
や
む
を
得
な
い
理
由
は

な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ

（
（1
（

る
。

３　

Persche

判
（
（1
（

決

　

二
〇
一
〇
年
改
正
前
の
ド
イ
ツ
で
は
、
所
得
税
法
一
〇
ｂ
条
一
項
に
よ
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り
、
外
国
公
益
法
人
等
に
対
す
る
寄
附
に
係
る
所
得
控
除
は
否
定
さ
れ
て

い
（
（1
（

た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
は
、
養
老
施
設
お
よ
び
児
童
施
設
を
運
営
す

る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
社
会
福
祉
組
織
に
現
物
寄
附
を
し
た
ド
イ
ツ
の
居
住
者

に
対
し
、
所
得
控
除
を
否
定
す
る
こ
と
が
、
資
本
移
動
の
自
由
を
侵
害
す

る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

　

本
判
決
は
、
以
上
の
事
実
関
係
に
お
い
て
、
外
国
公
益
法
人
等
に
対
す

る
寄
附
を
不
利
に
取
り
扱
う
ド
イ
ツ
の
租
税
法
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
を

制
限
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
上

（
（1
（

で
、Stauffer

判
決
を
援
用
し
て
、

各
加
盟
国
は
租
税
優
遇
を
付
与
す
べ
き
公
益
活
動
を
自
由
に
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
つ
つ
、
内
国
公
益
法
人
等
と
外
国
公
益
法
人
等
と
の
間

で
異
な
る
取
扱
い
が
許
さ
れ
る
の
は
、「
外
国
公
益
法
人
等
が
自
国
の
法

令
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
目
的
と
は
異
な
る
も
の
を
追
求
す
る
と
き
」
に

限
ら
れ
る
と
し
て
、
客
観
的
に
比
較
で
き
る
よ
う
な
事
情
は
あ
る
と
判
断

し
（
（1
（

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
も
、
寄
附
者
の
居
住
地
国
に
お
い
て
寄
附
控
除

が
定
め
ら
れ
、
受
寄
者
で
あ
る
外
国
公
益
法
人
等
が
寄
附
控
除
に
つ
い
て

内
国
公
益
法
人
等
が
充
足
す
べ
き
要
件
の
す
べ
て
を
充
足
す
る
こ
と
を
求

め
た
も
の
で
あ
り
、
相
互
主
義
ま
た
は
欧
州
共
同
体
全
体
の
公
共
の
福
祉

を
求
め
た
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
本
判
決
は
、
租
税
監
督
（Steueraufsicht und -kontrolle

）

の
必
要
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
所
得
控
除
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
、

以
下
の
と
お
り
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
正
当
化

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

「
確
か
に
寄
附
者
本
人
は
、
受
寄
者
と
異
な
り
、
受
寄
者
が
国
内
法
に
定

め
る
租
税
優
遇
の
付
与
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
税
務
官
庁

が
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
す
べ
て
は
有
し
て
い
な
い
。
特
に
寄

附
金
の
使
用
の
態
様
に
係
る
情
報
は
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
寄
附
者
が

受
寄
者
か
ら
…
…
必
要
書
類
を
得
る
こ
と
は
、
通
常
可
能
で
あ

（
（1
（

る
。」

「
こ
の
よ
う
な
必
要
書
類
を
用
意
す
る
こ
と
で
受
寄
者
に
生
じ
う
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
他
の
加
盟
国
の
居
住
者
で
あ
り
、
当
該
国
に
お
い
て
租
税

優
遇
を
受
け
る
こ
と
を
望
む
寄
附
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
、
必
要
書
類

の
作
成
、
発
送
お
よ
び
場
合
に
よ
り
翻
訳
に
資
金
を
投
入
す
る
こ
と
が
、

は
た
し
て
合
目
的
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
受
寄
者
が
判
断
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
足
り
る
。

　

課
税
国
の
税
務
官
庁
は
、
他
の
加
盟
国
に
所
在
す
る
組
織
へ
の
寄
附
に

つ
い
て
所
得
控
除
を
主
張
す
る
納
税
義
務
者
に
対
し
、
確
実
な
証
拠
の
提

出
を
求
め
る
こ
と
は
、妨
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、課
税
国
は
、

納
税
義
務
者
が
こ
の
よ
う
な
証
明
を
行
う
こ
と
を
完
全
に
否
定
す
る
国
内
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法
を
、
実
効
的
な
租
税
監
督
を
確
保
す
る
必
要
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
正

当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な

（
（1
（

い
。」

４　

関
係
判
例

　

そ
の
後
、
同
様
の
判
決
と
し
て
、
軽
減
税
率
に
係
る
優
遇
を
国
内
の
公

益
組
織
に
対
す
る
遺
贈
に
制
限
し
て
い
た
ベ
ル
ギ
ー
の
相
続
税
法
が
資
本

移
動
の
自
由
に
抵
触
す
る
と
判
断
し
た
も

（
（2
（

の
、
ま
た
同
じ
く
、
所
得
控
除

に
係
る
優
遇
を
国
内
の
研
究
機
関
に
制
限
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
租

税
法
が
資
本
移
動
の
自
由
に
抵
触
す
る
と
判
断
し
た
も
の
が
あ

（
（2
（

る
。

三　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
立
法
的
対
応

　

以
上
の
よ
う
な
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
断
に
よ
り
、
公
益
税
制
に
係
る

内
国
法
人
と
外
国
法
人
の
類
型
的
な
区
別
は
、
欧
州
共
同
体
に
お
け
る
基

本
的
自
由
と
抵
触
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
で

は
、
二
〇
〇
九
年
税
制
改

（
（2
（

正
お
よ
び
二
〇
一
〇
年
改

（
（2
（

正
に
お
い
て
、
以
下

の
よ
う
な
立
法
的
対
応
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

１　

Stauffer

判
決
へ
の
対
応

　

二
〇
〇
九
年
税
制
改
正
に
お
い
て
、
公
益
法
人
等
に
対
し
納
税
義
務
を

課
さ
な
い
法
人
税
法
五
条
一
項
九
号
の
規
定
は
外
国
法
人
に
つ
い
て
適
用

さ
れ
な
い
と
定
め
て
い
た
法
人
税
法
五
条
二
項
二
号
の
規
定
が
改
正
さ

れ
、
以
下
の
よ
う
な
但
書
き
が
追
加
さ
れ
た
。

「
第
一
項
及
び
他
の
法
律
に
定
め
る
課
税
免
除
は
、
第
二
条
第
一
号
に
定

め
る
制
限
納
税
義
務
者
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。
但
し
、
第
一
項
第
九
号

に
定
め
る
納
税
義
務
者
の
う
ち
、
欧
州
連
合
加
盟
国
又
は
欧
州
経
済
領
域

［
参
加
］
国
の
い
ず
れ
か
の
国
の
法
規
定
に
準
拠
し
て
設
立
さ
れ
た
、
欧

州
共
同
体
設
立
条
約
第
四
八
条
又
は
欧
州
経
済
領
域
に
関
す
る
協
定
第
三

四
条
に
定
め
る
会
社
で
あ
っ
て
、
本
拠
地
及
び
管
理
支
配
地
が
こ
れ
ら
の

国
の
い
ず
れ
か
の
国
の
高
権
域
内
に
あ
り
、
そ
の
国
と
の
間
に
職
務
共
助

協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

（
（2
（

い
。」

２　

Jundt

判
決
へ
の
対
応

　

同
じ
く
二
〇
〇
九
年
税
制
改
正
に
お
い
て
、
内
国
公
法
人
の
た
め
に
し

た
所
定
の
副
業
か
ら
生
じ
た
所
得
に
限
り
、
所
定
の
額
を
非
課
税
所
得
と

定
め
て
い
た
所
得
税
法
三
条
二
六
号
お
よ
び
同
二
六
ａ
号
の
規
定
が
改
正

さ
れ
、
欧
州
連
合
加
盟
国
ま
た
は
欧
州
経
済
領
域
参
加
国
に
所
在
す
る
外
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国
公
法
人
に
つ
い
て
ま
で
、
適
用
範
囲
が
拡
張
さ
れ

（
（2
（

た
。

３　

構
造
的
内
国
関
連
性

　

同
じ
く
二
〇
〇
九
年
税
制
改
正
に
お
い
て
、
法
人
税
法
五
条
一
項
九
号

の
規
定
に
よ
り
法
人
税
の
納
税
義
務
を
負
わ
な
い
公
益
法
人
等
が
実
現
す

べ
き
目
的
に
つ
い
て
定
め
て
い
た
租
税
通
則
法
五
一
条
の
規
定
が
改
正
さ

れ
、
同
二
項
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
が
追
加
さ
れ
た
。

「
租
税
優
遇
目
的
が
外
国
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
法
律

の
施
行
地
内
に
住
所
若
し
く
は
常
居
所
を
有
す
る
自
然
人
が
利
益
を
受

け
、
又
は
、
法
人
の
活
動
に
よ
り
租
税
優
遇
目
的
が
実
現
さ
れ
、
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
の
外
国
に
お
け
る
声
価
が
高
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
租
税

優
遇
は
与
え
ら
れ

（
（2
（

る
。」

　

同
規
定
に
定
め
る
要
件
は
、
一
般
的
に
、「
構
造
的
内
国
関
連
性

（struktureller Inlandsbezug

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
加

盟
国
は
「
公
益
」
を
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
欧
州
司
法

裁
判
所
の
判
断
を
受
け
て
、
租
税
優
遇
目
的
が
外
国
に
お
い
て
実
現
さ
れ

る
場
合
に
は
、
自
国
と
の
関
連
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
明
文
に
お
い

て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

（
（2
（

る
。

　

構
造
的
内
国
関
連
性
の
要
件
は
、
ド
イ
ツ
の
居
住
者
と
し
て
無
制
限
納

税
義
務
を
負
う
自
然
人
が
利
益
を
受
け
る
こ
と
、
ま
た
は
、
ド
イ
ツ
の
外

国
に
お
け
る
声
価
（A

nsehen

）
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
と
い
う
択
一
的
な

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
の
国
籍
は
考
慮
さ
れ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
人
の
留
学
生
が
外
国
の
居
住
者
と

し
て
ド
イ
ツ
の
奨
学
金
を
受
け
る
場
合
に
は
、
前
者
の
要
件
は
充
た
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
る
。

　

構
造
的
内
国
関
連
性
の
要
件
は
、
連
邦
議
会
財
政
委
員
会
の
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
第
五
一
条
第
二
項
に
定
め
る
内
国
関
連
性
は
、
租
税
通
則
法
第
三
節
に

定
め
る
租
税
優
遇
の
そ
の
他
の
要
件
（
い
わ
ゆ
る
公
益
性
）
と
は
完
全
に

独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
活
動
が
国
内
ま
た
は
外
国
の
い
ず
れ
に
お
い
て

行
わ
れ
る
か
に
関
わ
ら
ず
、そ
の
存
在
は
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

租
税
通
則
法
第
三
節
に
定
め
る
そ
の
他
の
要
件
の
す
べ
て
が
充
た
さ
れ
て

は
じ
め
て
…
…
さ
ら
に
構
造
的
内
国
関
連
性
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

…
…

　

こ
れ
に
対
し
、
内
国
関
連
性
の
判
断
に
お
い
て
は
、
当
該
組
織
が
第
五

二
条
な
い
し
第
五
四
条
に
定
め
る
公
益
目
的
、
慈
善
目
的
ま
た
は
教
会
目
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的
を
促
進
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
さ
ら
に
確
認
す
る
必
要
は
な
い
。
内
国

関
連
性
に
つ
い
て
、
活
動
の
内
容
に
関
す
る
さ
ら
な
る
判
断
は
行
わ
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
公
益
活
動
が
外
国
に
お
い
て
妥
当
し
て
い
る
時

と
し
て
逸
脱
し
た
価
値
観
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
外
国
の
基
準
に
よ
れ
ば

ド
イ
ツ
の
声
価
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
で

な
い
。
第
五
二
条
な
い
し
第
五
四
条
に
定
め
る
促
進
に
値
す
る
目
的
が
あ

る
限
り
、
そ
う
し
た
活
動
は
ド
イ
ツ
の
声
価
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
外
国
に
お
け
る
促
進
に
値
す
る
目
的
の
実
現
が
妨
げ
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
五
一
条
第
二
項
の
構
成
要
件
要
素
は
、
租
税
通

則
法
第
三
節
に
定
め
る
そ
の
他
の
要
件
が
現
行
の
ま
ま
の
基
準
に
よ
り
充

た
さ
れ
、
さ
ら
に
当
該
法
人
が
外
国
に
お
い
て
（
も
）
活
動
す
る
場
合
に

限
り
、
求
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ド
イ
ツ
と
の
関
連
性
が
ド
イ
ツ
に
居

住
す
る
自
然
人
が
─
─
国
籍
は
関
係
な
い
─
─
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
充
た
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、『
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
外
国
に
お
け
る

声
価
が
高
め
ら
れ
る
』
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の
要
件
は
、
ド
イ
ツ
に
所
在

す
る
組
織
に
つ
い
て
は
、
当
該
組
織
が
、
人
、
資
金
、
計
画
、
立
案
そ
の

他
の
点
で
外
国
に
お
け
る
公
益
目
的
、
慈
善
目
的
ま
た
は
教
会
目
的
の
促

進
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
な
証
明
な
く
、
す
で
に
充
た
さ

れ
た
も
の
と
な
る
。
…
…

　

政
府
案
と
異
な
り
、
現
在
、
も
う
ひ
と
つ
の
要
件
は
、『
法
人
の
活
動

に
よ
り
租
税
優
遇
目
的
が
実
現
さ
れ
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
外
国
に
お

け
る
声
価
が
高
め
ら
れ
る
』
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
こ
れ
ま

で
の
定
式
…
…
の
変
更
は
、
政
府
案
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
基
準
を
変
更

し
た
も
の
で
は
な
く
、
外
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
声
価
が
知
覚
で
き
る

（spürbar

）
ま
た
は
測
定
で
き
る
（m

essbar

）
程
度
に
高
め
ら
れ
る
こ

と
は
不
要
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
明
確
に
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
…
…

　

こ
れ
に
対
し
、『
内
国
居
住
者
が
利
益
を
受
け
る
』
と
い
う
要
件
の
代

わ
り
と
な
る
何
ら
か
の
も
の
は
、
必
要
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
主
と

し
て
ま
た
は
専
ら
外
国
に
お
い
て
─
─
例
え
ば
災
害
支
援
ま
た
は
開
発
支

援
に
─
─
従
事
す
る
内
国
法
人
は
、
租
税
優
遇
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
と

な
る
。

　

外
国
組
織
は
、
例
え
ば
外
国
に
滞
在
し
て
い
る
ド
イ
ツ
の
居
住
者
に
利

益
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
内
国
関
連
性
の
要
件
を
同
じ
く
充
た
す

こ
と
が
で
き
る
。
…
…

　

公
益
性
を
認
定
す
る
さ
ら
な
る
要
件
と
し
て
内
国
関
連
性
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
が
望
む
、
公
益
行
為
に
対
す
る
租
税
優
遇
と

そ
れ
に
伴
う
租
税
収
入
の
減
少
は
、
促
進
さ
れ
る
公
益
活
動
、
慈
善
活
動

ま
た
は
教
会
活
動
が
─
─
外
国
組
織
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
で
も
─
─
ド

イ
ツ
と
の
関
連
性
を
も
つ
場
合
に
限
り
、
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
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に
な

（
（2
（

る
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
連
邦
議
会
財
政
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
後
者
の

要
件
は
、
内
国
公
益
法
人
等
に
つ
い
て
、
推
定
さ
れ
る
と
い
う

（„Indizw
irkung“

）。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
内
国
法
人
と
外
国
法
人
の

類
型
的
な
区
別
は
残
存
し
て
お
り
、EU

法
と
の
抵
触
は
解
消
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
批
判
が
あ

（
（2
（

る
。

　

な
お
、
以
上
の
改
正
と
併
せ
て
、
租
税
通
則
法
六
〇
条
一
項
二
文
の
規

定
に
よ
り
公
益
法
人
等
の
定
款
は
別
表
一
に
定
め
る
モ
デ
ル
定
款
に
準
拠

す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
同
六
二
条
の
規
定
は
削
除
さ
れ
た
。

４　

Persche

判
決
へ
の
対
応

　

こ
れ
ら
に
後
れ
て
、
寄
附
控
除
に
つ
い
て
抜
本
的
な
税
制
改
正
が
行
わ

れ
た
二
〇
一
〇
年
改
正
に
お
い
て
、
所
得
税
法
一
〇
ｂ
条
一
項
二
文
、
法

人
税
法
九
条
一
項
二
号
お
よ
び
事
業
税
法
九
条
五
号
の
各
規
定
が
整
備
さ

れ
、
欧
州
連
合
加
盟
国
ま
た
は
欧
州
経
済
領
域
参
加
国
に
所
在
す
る
外
国

法
人
等
の
う
ち
、
法
人
税
法
五
条
一
項
九
号
お
よ
び
同
二
項
二
号
に
よ
り

法
人
税
の
納
税
義
務
を
負
わ
な
い
も
の
に
対
す
る
寄
附
に
つ
い
て
ま
で
、

情
報
交
換
お
よ
び
執
行
共
助
を
条
件
と
し
て
、
適
用
範
囲
が
拡
張
さ

れ
（
（3
（

た
。

　

ま
た
、
寄
附
者
の
信
頼
保
護
（V

ertrauensschut

（
（3
（z

）
と
受
寄
者
の
寄

附
責
任
（Spendenhaftung

）
に
つ
い
て
定
め
る
所
得
税
法
一
〇
ｂ
条

四
項
、
法
人
税
法
九
条
三
項
お
よ
び
事
業
税
法
九
条
五
号
の
各
規
定
が
改

正
さ
れ
、
以
下
の
と
お
り
、
基
因
者
責
任
（V

eranlasserhaftung

）
を

負
う
受
寄
者
の
範
囲
が
内
国
法
人
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ

（
（3
（

た
。

「
納
税
義
務
者
は
、
寄
附
及
び
会
費
に
関
す
る
証
明
書
が
適
法
で
あ
る
こ

と
を
、
当
該
証
明
書
を
不
正
な
手
段
若
し
く
は
虚
偽
の
申
立
て
に
よ
り
取

得
し
た
場
合
又
は
当
該
証
明
書
が
適
法
で
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
若

し
く
は
重
過
失
に
よ
り
知
ら
な
か
っ
た
場
合
を
除
き
、
信
頼
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
故
意
若
し
く
は
重
過
失
に
よ
り
適
法
で
な
い
証
明
書
を
交
付
し

た
者
又
は
証
明
書
に
記
載
さ
れ
た
租
税
優
遇
目
的
の
た
め
に
寄
附
金
が
使

用
さ
れ
な
い
基
因
と
な
っ
た
者
は
、免
れ
た
租
税
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

責
任
の
額
は
、
寄
附
金
の
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。
第

二
文
第
二
例
（
基
因
者
責
任
）
の
場
合
、
ま
ず
受
寄
者
が
請
求
を
受
け
、

免
れ
た
租
税
が
租
税
通
則
法
第
四
七
条
に
よ
り
消
滅
し
て
お
ら
ず
、か
つ
、

受
寄
者
に
対
す
る
執
行
に
よ
り
弁
済
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
限
り
、
受
寄

者
の
た
め
に
行
為
す
る
自
然
人
が
請
求
を
受
け
る
。
…

（
（3
（

…
」
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な
お
、
外
国
公
益
法
人
等
に
対
す
る
寄
附
に
つ
い
て
、
所
得
控
除
に
係

る
要
件
が
充
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
す
べ
て
寄
附
者
の
所
轄
税
務

官
庁
が
判
断
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
こ
の
と
き
、
寄
附
者
は
、
租
税
通
則

法
九
〇
条
二
項
に
よ
り
、
事
案
を
解
明
し
、
必
要
な
証
拠
資
料
を
収
集
す

る
協
力
義
務
を
負
う
。
こ
の
よ
う
な
所
轄
税
務
官
庁
お
よ
び
寄
附
者
の
負

担
は
、
外
国
公
益
法
人
等
に
つ
い
て
、
公
益
性
の
認
定
お
よ
び
監
督
を
行

う
統
一
的
な
機
関
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
帰
結
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て

い
（
（3
（

る
。

５　

関
係
判
例

　

以
上
の
改
正
後
、
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
に
所
在
す
る
ロ
シ
ア
正
教
会
の

支
部
に
対
す
る
寄
附
に
つ
い
て
、
租
税
通
則
法
六
一
条
に
定
め
る
定
款
に

よ
る
財
産
拘
束
（satzungsm
äßige V

erm
ögensbindung

）
と
い
う

要
（
（3
（

件
が
充
た
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
所
得
控
除
を
否
定
し
た
連
邦
財
政

裁
判
所
の
判
決
が
あ

（
（3
（

る
。

四　

総
括
と
示
唆

　

本
稿
は
、
国
境
を
越
え
る
「
公
益
」
と
そ
れ
に
係
る
課
税
の
あ
り
方
を

め
ぐ
り
、
欧
州
共
同
体
と
い
う
制
度
的
前
提
の
も
と
で
展
開
さ
れ
て
き
た

欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
断
と
ド
イ
ツ
の
立
法
的
対
応
を
、
そ
の
萌
芽
的
な

段
階
に
お
い
て
、
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
確
認
さ
れ
た
の
は
、

欧
州
共
同
体
に
お
い
て
も
、
各
国
は
「
公
益
」
の
あ
り
方
を
自
由
に
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
基
本
原
則
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ド

イ
ツ
で
は
構
造
的
内
国
関
連
性
と
い
う
新
た
な
要
件
が
設
け
ら
れ
た
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
よ
う
な
外
国
に
お
け
る
制
度
の
実
像
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
、
翻
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
望
ま
し
い
制
度
の

あ
り
方
を
構
想
す
る
た
め
に
も
、
必
要
で
あ
ろ

（
（3
（

う
。

　

そ
の
上
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
制
度
の
背
景
に
あ
る
社
会

的
な
現
実
と
理
論
的
な
基
礎
に
対
し
て
、
批
判
的
に
取
り
組
む
作
業
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
構
造
的
内
国
関
連
性
と
い
う
要
件
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の

居
住
者
で
あ
る
自
然
人
が
利
益
を
受
け
る
こ
と
、
ま
た
は
、
ド
イ
ツ
の
外

国
に
お
け
る
声
価
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
と
い
う
定
式
が
形
成
さ
れ
る
に
至

る
議
論
の
蓄
積
を
、
そ
の
基
層
に
ま
で
降
り
立
ち
、
批
判
的
に
再
構
成
す

る
作
業
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
も
と
も
と
法
人
格
の
取

得
と
結
び
付
け
ら
れ
て
き
た
「
公
益
」
と
い
う
概
念
が
租
税
優
遇
の
前
提

条
件
と
し
て
純
化
さ
れ
て
き
た
法
史
的
な
経
緯
を
踏
ま
え
た
上

（
（3
（

で
、
国
家

と
い
う
複
層
的
な
構
造
に
お
け
る
法
人
の
意
義
を
、
国
家
の
目
的
お
よ
び

任
務
と
の
連
関
に
お
い
て
、
把
握
す
る
と
い
う
視
角
が
必
要
で
あ
ろ

（
（3
（

う
。
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（
１
）「
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
」（
平
成

一
八
年
六
月
二
日
法
律
四
八
号
）、「
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財

団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
」（
同
日
法
律
四
九
号
）、「
一

般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団

法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」（
同
日
法
律
五
〇
号
）。

（
２
）
玉
木
林
太
郎
「
非
課
税
外
国
法
人
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
」
国

際
税
務
一
巻
三
号
七
頁
（
一
九
八
一
）、
渡
辺
淑
夫
「
日
本
企
業

が
外
国
公
益
団
体
に
献
金
を
す
る
場
合
の
課
税
関
係
」
国
際
税
務

一
七
巻
一
〇
号
六
〇
頁
（
一
九
九
七
）、
同
「
外
国
の
非
営
利
団

体
に
支
払
う
使
用
料
の
源
泉
徴
収
」
国
際
税
務
二
四
巻
一
号
九
二

頁
（
二
〇
〇
四
）。

（
３
）
以
上
に
つ
い
て
、財
務
省『
平
成
二
〇
年
度
税
制
改
正
の
解
説
』

五
一
一
頁
以
下
。

（
４
）Ü

berblick: R
. H

üttem
ann, G

em
einnützigkeits- und 

Spendenrecht, 2. A
ufl., K

öln 2012, § 1 Rz. 110 ff., § 3 Rz. 
9 ff.; M

. H
elios, in: S. Schauhoff, H

andbuch der 
Gem

einnützigkeit, 3. A
ufl., M

ünchen 2010, § 22.

（
５
）
従
来
の
研
究
と
し
て
、
石
村
耕
治
「
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
税
制
序

説
」
日
本
法
学
六
六
巻
三
号
四
七
一
頁
（
二
〇
〇
〇
）、
同
「
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
税
制
の
日
米
比
較
」
白
鴎
法
学
一
三
巻
一
号
七
七

頁
（
二
〇
〇
六
）、
増
井
良
啓
「
外
国
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
寄
付
と
寄
付

金
控
除
」
税
務
事
例
研
究
七
二
号
三
五
頁
（
二
〇
〇
三
）、
板
谷

智
之
「
公
益
活
動
支
援
と
税
制
」『
租
税
資
料
館
受
賞
論
文
集
第

一
八
回
（
中
）』
二
一
一
頁
（
二
〇
〇
九
）、
後
藤
和
子
「
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
寄
付
税
制
」
日
本
租
税
理
論
学
会
編
『
市

民
公
益
税
制
の
検
討
』
三
頁
（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
一
）。

（
６
）E

uG
H

 vom
 14. 9. 2006 - R

s. C
-386/04 C

entro di 
M

usicologica W
alter Stauffer, Slg. 2006 I-8203. D

azu R
. 

H
üttem

ann/M
. H

elios, A
nm

erkung, D
B 2006, S. 2481.

（
７
）R

. H
üttem

ann/M
. H

elios, a.a.O
. (F

n. 6); R
. 

H
üttem

ann, a.a.O
. (Fn. 4), § 1 Rz. 130.

（
８
）EuGH

 vom
 14. 9. 2006 - Rs. C-386/04 Stauffer, Slg. 

2006 I-8203 Rz. 40.

（
９
）
加
盟
国
の
公
益
税
制
と
欧
州
連
合
競
争
法
に
お
け
る
国
家
補
助

と
の
抵
触
が
争
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、EuGH

 vom
 10. 1. 2006 

- Rs. C-222/04 M
inistero dell’E

conom
ia e delle Finanze 

gegen C
assa di R

isparm
io di Firenze SpA

, Slg. 2006 
I-289.

（
10
）EuGH

 vom
 18. 12. 2007 - Rs. C-281/06 Jundt, Slg. 2007 

I-12331. D
azu R

. H
üttem

ann/M
. H

elios, A
nm

erkung, 

　

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
の
方
向
と
現
在
の
位
置
を
、
ド
イ
ツ
の
限

ら
れ
た
議
論
を
対
象
と
し
て
、
改
め
て
確
認
し
た
も
の
で
も
あ

（
（4
（

る
。
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IStR 2008, S. 200.
（
11
）
な
お
、
同
様
の
規
定
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
改
正
に
よ
り
、
所
得

税
法
三
条
二
六
ａ
号
が
追
加
さ
れ
て
い
る（Ehrenam

tsfreibetrag

）。

Gesetz zur w
eitern Stärkung des bürgerschaftlichen 

Engagem
ents vom

 10. 10. 2007, BGBl. I 2007, S. 2332.

（
12
）EuGH

 vom
 18. 12. 2007 - Rs. C-281/06 Jundt, Slg. 2007 

I-12331, Rz. 28 ff..

（
13
）EuGH

 vom
 18. 12. 2007 - Rs. C-281/06 Jundt, Slg. 2007 

I-12331, Rz. 55 ff..

（
14
）EuGH

 vom
 27. 1. 2009 - Rs. C-318/07 P

ersche, Slg. 
2009 I-359. D

azu R
. H

üttem
ann/M

. H
elios, A

nm
erkung, 

D
B 2009, S. 701.

（
15
）
二
〇
〇
七
年
改
正
前
は
、
所
得
税
法
施
行
令
四
九
条
に
よ
り
、

外
国
公
益
法
人
等
に
対
す
る
寄
附
に
係
る
所
得
控
除
が
否
定
さ
れ

て
い
た
。Gesetz zur w

eitern Stärkung des bürgerschaftlichen 
Engagem

ents vom
 10. 10. 2007, BGBl. I 2007, S. 2332.

（
16
）EuGH

 vom
 27. 1. 2009 - Rs. C-318/07 P

ersche, Slg. 
2009 I-359 Rz. 20 ff..

（
17
）EuGH

 vom
 27. 1. 2009 - Rs. C-318/07 P

ersche, Slg. 
2009 I-359 Rz. 42 ff..

（
18
）EuGH

 vom
 27. 1. 2009 - Rs. C-318/07 P

ersche, Slg. 
2009 I-359 Rz. 57.

（
19
）EuGH

 vom
 27. 1. 2009 - Rs. C-318/07 P

ersche, Slg. 

2009 I-359 Rz. 59 f..

（
20
）E

uG
H

 vom
 10. 2. 2011 - R

s. C
-25/10 M

issionsw
erk 

W
erner H

eukelbach, Slg. 2011 I-497.

（
21
）EuGH

 vom
 16. 6. 2011 - Rs. C-10/10 K

om
m

ission/
R

epublik Ö
sterreich, Slg. 2011 I-5389.

（
22
）JStG 2009 vom

 19. 12. 2008, BGBl. I 2008, S. 2794. 

（
23
）G

esetz zur U
m

setzung steuerlicher E
U

-V
orgaben 

sow
ie zur Ä

nderung steuerlicher V
orschriften vom

 8. 4. 
2010, BGBl. I 2010, S. 836. 

（
24
）§ 5 A

bs. 2 N
r. 2 K

StG n.F.: „(2) D
ie Befreiungen nach 

A
bsatz 1 und nach anderen G

esetzen als dem
 

K
örperschaftsteuergesetz gelten nicht

　
　
　

2. für beschränkt Steuerpflichtige im
 Sinne des § 2 

N
r. 1, es sei denn, es handelt sich um

 Steuerpflichtige 
im

 Sinne des A
bsatzes 1 N

r. 9, die nach den 
R

echtsvorschriften eines M
itgliedstaats der 

Europäischen U
nion oder nach den Rechtsvorschriften 

eines Staates, auf den das A
bkom

m
en über den 

E
uropäischen W

irtschaftsraum
 vom

 3. Januar 1994 
(A

B
l. E

G
 N

r. L 1 S. 3), zuletzt geändert durch den 
B

eschluss des G
em

einsam
en E

W
R

-A
usschusses N

r. 
91/2007 vom

 6. Juli 2007 (A
Bl. EU

 N
r. L 328 S. 40), in 

der jew
eiligen Fassung A

nw
endung findet, gegründete 
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Gesellschaften im
 Sinne des A

rtikels 54 des V
ertrags 

über die A
rbeitsw

eise der Europäischen U
nion oder 

des A
rtikels 34 des A

bkom
m

ens über den 
Europäischen W

irtschaftsraum
 sind, deren Sitz und O

rt 
der Geschäftsleitung sich innerhalb des H

oheitsgebiets 
eines dieser Staaten befindet, und m

it diesen Staaten 
ein A

m
tshilfeabkom

m
en besteht“.

（
25
）§ 3 N

r. 26 EStG n.F.: „einer juristischen Person des 
öffentlichen R

echts, die in einem
 M

itgliedstaat der 
Europäischen U

nion oder in einem
 Staat belegen ist, 

auf den das A
bkom

m
en über den E

uropäischen 
W

irtschaftsraum
 A

nw
endung findet“.

（
26
）§ 51 A

bs. 2 A
O

 n.F.: „W
erden die steuerbegünstigten 

Z
w

ecke im
 A

usland verw
irklicht, setzt die 

Steuervergünstigung voraus, dass natürliche Personen, 
die ihren W

ohnsitz oder ihren gew
öhnlichen A

ufenthalt 
im

 Geltungsbereich dieses Gesetzes haben, gefördert 
w

erden oder die T
ätigkeit der K

örperschaft neben der 
V

erw
irklichung der steuerbegünstigten Zw

ecke auch 
zum

 A
nsehen der B

undesrepublik D
eutschland im

 
A

usland beitragen kann.

”

（
27
）
従
来
か
ら
ド
イ
ツ
で
は
、理
論
上
、「
公
益
」
と
「
公
共
の
福
祉
」

の
関
連
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
広
く
共
有
さ
れ
た
理
解
で

あ
っ
た
。A

us dem
 Schrifttum

 statt vieler J. Isensee, 
Gem

einnützigkeit und Europäisches Gem
einschaftsrecht, 

in D
StJG 26 (2003), S. 93.

（
28
）BT

-D
rucks. 16/11108, S 45 f..

（
29
）Etw

a S. U
nger, Steuerbegünstigung grenzüberschreitender 

G
em

einnützigkeit im
 B

innenm
arkt－

V
orgaben des 

Gem
einnützigkeits- und Spendenrechts im

 Lichte der 
unionalen Grundfreiheiten, D

StZ 2010, S. 154; J. Förster, 
G

renzüberschreitende G
em

einnützigkeit－
Spenden 

schw
er gem

acht?, BB 2011, S. 663.

（
30
）
連
邦
政
府
の
法
案
理
由
と
し
て
、BT

-D
rucks. 17/506, S. 

24f., S. 29.

（
31
）
ド
イ
ツ
で
は
、
公
益
性
に
つ
い
て
税
務
官
庁
が
行
う
暫
定
証
明

（vorläufige Bescheinigung

）
は
、
法
的
見
解
の
表
示
に
す
ぎ

ず
、
そ
の
後
の
課
税
処
分
を
拘
束
す
る
効
力
を
も
た
な
い
も
の
と

さ
れ
て
い
た
。R. H

üttem
ann, a.a.O

. (Fn. 4), § 7 Rz. 1 ff.; H
. 

Bott, in: S. Schauhoff, a.a.O
. (Fn.4), § 10. 

そ
の
た
め
、
暫
定

証
明
を
受
け
た
者
に
対
す
る
寄
附
で
あ
っ
て
も
、
所
得
控
除
に
係

る
要
件
が
充
た
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
、
寄
附
者
が
予
期
し

て
い
な
い
課
税
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
善
意

の
寄
附
者
を
保
護
す
る
た
め
、Gesetz zur V

erbesserung 
und V

ereinfachung der V
ereinsbesteuerung 

(V
ereinsförderungsgesetz) vom

 18. 12. 1989, B
G

B
l. I 
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1989, S. 2212

に
よ
り
、
本
文
の
規
定
が
導
入
さ
れ
た
。R

. 
H

üttem
ann, a.a.O

. (Fn. 4), § 8 Rz. 113 ff.. 

そ
の
後
、Gesetz 

zur Stärkung des Ehrenam
tes (Ehrenam

tsstärkungsgesetz) 
vom

 21. 3. 2013, BGBl. I 2013, S.556

に
よ
り
、
租
税
通
則
法
六
〇

ａ
条
の
規
定
が
新
設
さ
れ
、
公
益
性
に
係
る
定
款
上
の
要
件
に
つ
い

て
、
法
人
の
所
轄
税
務
官
庁
が
確
認
処
分
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
こ

れ
は
行
政
行
為
と
し
て
そ
の
後
の
課
税
処
分
を
拘
束
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
暫
定
証
明
の
手
続
は
廃
止
さ
れ
た
。
連

邦
政
府
の
法
案
理
由
と
し
て
、BR-D

rucks. 663/12, S. 17 f.. 

同

改
正
に
つ
い
て
、R. H

üttem
ann, Bessere Rahm

enbedingungen 
für den D

ritten Sektor, D
B

 2012, S. 2592; ders., D
as 

Gesetz zur Stärkung des Ehrenam
ts, D

B 2013, S. 774. 

な

お
、
確
認
処
分
の
必
要
性
は
す
で
に
一
九
八
〇
年
代
の
委
員
会
答
申

に
お
い
て
提
言
さ
れ
て
い
た
。Gutachten der U

nabhängigen 
Sachverständigenkom

ission zur P
rüfung des 

G
em

einnützigkeits- und Spendenrechts, B
M

F
-

Schriftenreihe H
eft 40, 1988, S. 266.

（
32
）
た
だ
し
、
そ
の
後
、
所
得
税
法
施
行
令
五
〇
条
一
項
二
文
の
規

定
が
新
設
さ
れ
、
外
国
法
人
に
つ
い
て
、
証
明
書
の
交
付
が
不
要

と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
実
上
、
外
国
法
人
に
対
す
る
寄
附

に
つ
い
て
信
頼
保
護
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
は
制
限
さ
れ

た
。

（
33
）§ 10b A

bs. 4 EStG n.F.: „(4) D
er Steuerpflichtige darf 

auf die Richtigkeit der Bestätigung über Spenden und 
M

itgliedsbeiträge vertrauen, es sei denn, dass er die 
B

estätigung durch unlautere M
ittel oder falsche 

A
ngaben erw

irkt hat oder dass ihm
 die U

nrichtigkeit 
der B

estätigung bekannt oder infolge grober 
Fahrlässigkeit nicht bekannt w

ar. W
er vorsätzlich oder 

grob fahrlässig eine unrichtige Bestätigung ausstellt 
oder veranlasst, dass Zuw

endungen nicht zu den in der 
Bestätigung angegebenen steuerbegünstigten Zw

ecken 
verw

endet w
erden, haftet für die entgangene Steuer. 

D
iese ist m

it 30 Prozent des zugew
endeten Betrags 

anzusetzen. In den F
ällen des Satzes 2 zw

eite 
A

lternative (V
eranlasserhaftung) ist vorrangig der 

Zuw
endungsem

pfänger in A
nspruch zu nehm

en; die in 
diesen F

ällen für den Z
uw

endungsem
pfänger 

handelnden natürlichen Personen sind nur in A
nspruch 

zu nehm
en, w

enn die entgangene Steuer nicht nach § 
47 der A

bgabenordnung erloschen ist und 
V

o
llstre

c
k

u
n

g
sm

a
ß

n
a

h
m

e
n

 g
e

g
e

n
 d

e
n 

Zuw
endungsem

pfänger nicht erfolgreich sind.“
（
34
）D

azu kritisch: R
. H

üttem
ann, R

echtsfragen des 
grenzüberschreitenden Spendenabzugs, IStR 2010, S. 
118; ders., A

usstellung von Zuw
endungsbestätigungen 
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und A
nerkennung als gem

einnützige K
örperschaft, FR 

2012, S. 241. 

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
租
税
通
則
法
六
〇
ａ
条
の

規
定
が
新
設
さ
れ
た
現
在
に
お
い
て
も
、
外
国
公
益
法
人
等
の
う

ち
、ド
イ
ツ
に
お
い
て
納
税
義
務
を
負
わ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

確
認
処
分
を
行
わ
な
い
と
い
う
運
用
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
た
め
、
残
存
し
た
ま
ま
で
あ
る
。N

r. 3 des A
EA

O
 

zu § 60a A
bs. 1. D

azu R
. H

üttem
ann, D

er geänderte 
A

nw
endungserlass zur Gem

einnützigkeit, D
B 2014, S. 

442.

（
35
）
こ
れ
は
、
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関

す
る
法
律
五
条
一
七
号
に
定
め
る
要
件
に
概
ね
相
当
す
る
も
の
で

あ
る
。

（
36
）BFH

 vom
 17. 9. 2013 I R 16/12, BStBl. II 2014, S. 440. 

（
37
）
こ
れ
に
対
し
、
未
実
現
の
も
の
と
し
て
、「
欧
州
財
団
」
と
い

う
構
想
に
向
け
た
議
論
も
あ
る
。
例
え
ば
、
欧
州
委
員
会
か
ら
の

委
託
に
基
づ
く
研
究
成
果
と
し
て
、U

niversität H
eidelberg/

C
entre for Social Investm

ent/M
ax P

lanck Institute for 
Com

parative and International Private Law
, Feasibility 

Study on a European Foundation Statute, 2009. 

（
38
）
例
え
ば
、
一
七
九
四
年
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
二
章
六
節

二
五
条
に
お
い
て
は
、「
法
人
格
は
何
ら
か
の
継
続
的
な
公
益
目

的
に
拘
束
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
国
家
が
許
可
し
た
会
社
に
の

み
帰
属
す
る
。（„D

ie Rechte der Corporationen und Gem
einen 

kom
m

en nur solchen vom
 Staate genehm

igten 
G

esellschaften zu,die sich zu einem
 fortdauernden 

gem
einnützigen Zw

ecke verbunden haben.“

）」
と
規
定

さ
れ
て
い
た
。

（
39
）
こ
の
よ
う
な
視
角
に
よ
る
近
年
の
業
績
と
し
て
、M

. D
roege, 

G
em

einnützigkeit im
 offenen Steuerstaat, H

abil., 
T

übingen 2010. 

同
書
の
紹
介
と
し
て
、
田
中
啓
之
「
学
界
展

望
（
租
税
法
）」
国
家
学
会
雑
誌
一
二
六
巻
一
一
＝
一
二
号
一
一

二
五
頁
（
二
〇
一
三
）。

（
40
）
同
様
の
作
業
の
成
果
と
し
て
、
田
中
啓
之
「
租
税
法
に
お
け
る

外
国
の
法
形
態
」
北
大
法
学
論
集
六
五
巻
五
号
六
一
頁
（
二
〇
一

五
）。


